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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のジョブを予約可能な予約部と、当該予約部により予約されたジョブに応じて、画
像形成処理を実行する画像形成部と、を備える画像形成装置において、
　第１軸がトレイ情報又は用紙情報、第２軸が用紙の使用予定枚数を示す二次元の表上に
、予約された各ジョブの予約情報を表示したジョブスケジューリング画面を表示部に表示
する制御部と、
　前記ジョブスケジューリング画面上で、ジョブの実行変更操作を行う操作部と、
　を備え、
　前記制御部は、
　予約された各ジョブの設定条件に基づいて、各ジョブの使用するトレイ又は用紙を特定
し、各ジョブの用紙の使用予定枚数に相当する第２軸の長さ分の前記予約情報を、特定し
たトレイ又は用紙に対応する第１軸上の位置に表示し、
　前記操作部による実行変更操作に対応した実行変更処理を行うことを特徴とする画像形
成装置。
【請求項２】
　前記ジョブの実行変更処理には、ジョブの実行予約順の変更、ジョブの保留、ジョブの
削除及びジョブの設定条件の変更のうち、少なくとも一つが含まれることを特徴とする請
求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
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　各トレイの用紙に関するトレイ用紙情報を記憶する記憶部を備え、
　前記操作部は、前記ジョブスケジューリング画面内に操作釦を備え、
　前記制御部は、予約された各ジョブの設定条件と前記トレイ用紙情報とに基づいて、少
なくとも一部の画像形成処理が不可となる停止要因を有するジョブが予約されているか否
かを判断し、停止要因を有するジョブが予約されていると判断した場合に、当該停止要因
を有するジョブに関するジョブ情報を、前記ジョブスケジューリング画面に表示するとと
もに、前記操作釦による実行変更操作に対応した実行変更処理を行うことを特徴とする請
求項１又は２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記ジョブスケジューリング画面における前記予約情報を選択する選択部を備え、
　前記制御部は、前記ジョブスケジューリング画面において、前記選択部により、前記停
止要因を有するジョブの予約情報が選択された場合に、当該停止要因を有するジョブの前
記ジョブ情報を表示することを特徴とする請求項３に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記ジョブスケジューリング画面において、前記選択部により、前記停
止要因を有するジョブの予約情報が選択された場合に、当該ジョブスケジューリング画面
内に前記操作釦を表示することを特徴とする請求項４に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のジョブを予約可能な画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プリンタ、複写機、スキャナ又はこれらの複合機等の画像形成装置では、ジョブと呼ば
れる画像処理要求に応じて画像形成処理を実行する。このような画像形成装置として、従
来、複数のジョブを予約可能であり、予約された複数のジョブを順に実行する画像形成装
置が広く利用されている。
【０００３】
　上述の画像形成装置では、ジョブの実行中に、用紙不足等の要因により給紙不可能とな
ると、画像形成処理が停止することとなる。このような場合、用紙の補充やジョブの設定
条件の変更等が行われて画像形成処理が停止する要因が取り除かれた後に、画像形成処理
の再開が指示されるまで、画像形成処理は停止した状態となる。そのため、予約されたジ
ョブの中に、画像形成処理が停止するジョブが含まれていると、画像形成装置の稼動率や
生産性が低下してしまうという問題があった。
　画像形成装置の稼働率の低下を防止するためには、事前に、画像形成処理が停止するジ
ョブを把握して、用紙の補充や、ジョブの実行予約順の変更、ジョブの保留、ジョブの削
除、ジョブの設定条件の変更等といった画像形成処理を停止させないための処理を行う必
要がある。
　なお、以下では、ジョブの実行予約順の変更、ジョブの保留、ジョブの削除、ジョブの
設定条件の変更を「ジョブの実行変更処理」と総称し、これらの処理の実行を指示する操
作を「ジョブの実行変更操作」と総称する。
【０００４】
　図１３に、従来の画像形成装置におけるジョブリスト画面を示す。
　図１３のジョブリスト画面では、実行中のジョブを含む予約された複数のジョブの設定
情報が、実行予約順に一覧表示されており、各ジョブのモード（例えば、プリンタモード
、コピーモード）、状態（実行中、又は、予約）、枚数（例えば、２０枚）、部数（例え
ば、３部）、残枚数（例えば、６０枚）、時間（例えば、１分）、ユーザ名（例えば、Ｙ
ａｍａｄａ　Ｔａｒｏｕ）、ファイル名（例えば、テストファイル）が、互いに対応付け
て認識できるようになっている。
【０００５】
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　ところが、図１３のジョブリスト画面では、使用するトレイ（以下、これを「トレイ情
報」という）、又は、使用する用紙の紙種・用紙サイズ・坪量（以下、これを「用紙情報
」という）毎に、予約された各ジョブの用紙の使用予定枚数を認識することができず、画
像形成処理が停止するジョブを事前に把握することが困難である。
【０００６】
　そこで、スケジュールモードにおいて、縦軸が用紙タイプを示し、横軸が予定されてい
るジョブを示すマトリクスを画面上に表示させる印刷システムが提案されている（例えば
、特許文献１参照）。この画面上では、予約されている各ジョブが、どのタイプの用紙を
使用するかを認識することができ、また、用紙が不足する時間を確認することができる。
【特許文献１】特開２００４－３４８７１３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記特許文献１では、画面上で各タイプの用紙が不足する時間を認識で
きるものの、画像形成処理を停止させないためのジョブの実行変更操作は別画面で行う必
要がある。そのため、特許文献１であっても、ジョブの実行変更操作を効率良く行うこと
ができないという問題があった。
【０００８】
　本発明の課題は、複数のジョブを予約可能な画像形成装置において、画像形成処理を停
止させないためのジョブの実行変更操作を効率的に行うことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、複数のジョブを予約可能な予約部
と、当該予約部により予約されたジョブに応じて、画像形成処理を実行する画像形成部と
、を備える画像形成装置において、
　第１軸がトレイ情報又は用紙情報、第２軸が用紙の使用予定枚数を示す二次元の表上に
、予約された各ジョブの予約情報を表示したジョブスケジューリング画面を表示部に表示
する制御部と、
　前記ジョブスケジューリング画面上で、ジョブの実行変更操作を行う操作部と、
　を備え、
　前記制御部は、
　予約された各ジョブの設定条件に基づいて、各ジョブの使用するトレイ又は用紙を特定
し、各ジョブの用紙の使用予定枚数に相当する第２軸の長さ分の前記予約情報を、特定し
たトレイ又は用紙に対応する第１軸上の位置に表示し、
　前記操作部による実行変更操作に対応した実行変更処理を行うことを特徴とする。
【００１０】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の画像形成装置において、前記ジョブの実行
変更処理には、ジョブの実行予約順の変更、ジョブの保留、ジョブの削除及びジョブの設
定条件の変更のうち、少なくとも一つが含まれることを特徴とする。
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の画像形成装置において、各トレイの
用紙に関するトレイ用紙情報を記憶する記憶部を備え、
　前記操作部は、前記ジョブスケジューリング画面内に操作釦を備え、
　前記制御部は、予約された各ジョブの設定条件と前記トレイ用紙情報とに基づいて、少
なくとも一部の画像形成処理が不可となる停止要因を有するジョブが予約されているか否
かを判断し、停止要因を有するジョブが予約されていると判断した場合に、当該停止要因
を有するジョブに関するジョブ情報を、前記ジョブスケジューリング画面に表示するとと
もに、前記操作釦による実行変更操作に対応した実行変更処理を行うことを特徴とする。
【００１２】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の画像形成装置において、前記ジョブスケジ
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ューリング画面における前記予約情報を選択する選択部を備え、
　前記制御部は、前記ジョブスケジューリング画面において、前記選択部により、前記停
止要因を有するジョブの予約情報が選択された場合に、当該停止要因を有するジョブの前
記ジョブ情報を表示することを特徴とする。
【００１３】
　請求項５に記載の発明は、請求項４に記載の画像形成装置において、前記制御部は、前
記ジョブスケジューリング画面において、前記選択部により、前記停止要因を有するジョ
ブの予約情報が選択された場合に、当該ジョブスケジューリング画面内に前記操作釦を表
示することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　請求項１に記載の発明によれば、表示部に表示されたジョブスケジューリング画面にお
いて、予約された複数のジョブが使用する用紙の使用予定枚数を、トレイ情報及び／又は
用紙情報毎に容易に認識できるとともに、このジョブスケジューリング画面上で、画像形
成処理を停止させないためのジョブの実行変更操作を行うことができ、効率の良いジョブ
の実行変更操作を行うことができる。
【００１５】
　請求項２に記載の発明によれば、請求項１に記載の発明と同様の効果が得られるのは無
論のこと、表示部のジョブスケジューリング画面上で、ジョブの実行予約順の変更、ジョ
ブの削除、ジョブの保留及びジョブの設定条件の変更のうちの少なくとも一つの処理の実
行を指示することができる。
【００１６】
　請求項３に記載の発明によれば、請求項１又は２に記載の発明と同様の効果が得られる
のは無論のこと、停止要因を有するジョブの詳細を容易に把握して、停止要因を有する個
々のジョブに応じたジョブの実行変更操作を、より一層効率良く行うことができる。
【００１７】
　請求項４に記載の発明によれば、請求項３に記載の発明と同様の効果が得られるのは無
論のこと、ジョブスケジューリング画面において、停止要因を有するジョブのうち、任意
のジョブのジョブ情報のみを表示させることが可能となり、使い勝手が良好となる。
【００１８】
　請求項５に記載の発明によれば、請求項４に記載の発明と同様の効果が得られるのは無
論のこと、停止要因を有するジョブの予約情報が選択された場合のみ、ジョブスケジュー
リング画面に、ジョブの実行変更操作を行うための操作釦が表示されることとなって、使
い勝手が良好となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明に係る画像形成装置の一実施形態について、図面を参照して説明する。た
だし、発明の範囲は図示例に限定されない。
【００２０】
　図１は、本実施形態の画像形成装置１の概略構成を示す正面図である。
　図１に示すように、本実施形態に係る画像形成装置１は、本体部１０と、これにオプシ
ョン接続された大容量トレイユニット２０及び後処理部３０と、を備えて構成される。
【００２１】
　本体部１０は、スキャナ部２００、自動原稿給紙部（ＡＤＦ：Auto Document Feeder）
３００、操作表示部５００、画像形成部６００、を備える。すなわち、本実施形態に係る
画像形成装置１は、スキャナ機能、コピー機能、プリンタ機能を備えた、いわゆるディジ
タル複合機である。
【００２２】
　また、本体部１０は、例えば、印字用紙用のトレイである３つの給紙トレイＦＴ１～Ｆ
Ｔ３を備えており、印字用の用紙を収容している。各給紙トレイＦＴ１～ＦＴ３の近傍に
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は、各給紙トレイＦＴ１～ＦＴ３に収容されている用紙の残量を検知する残量検出部とし
ての残量検出センサＤ・・・が設けられている。
【００２３】
　大容量トレイユニット２０は、例えば、印字用紙用のトレイである給紙トレイＦＴ４～
ＦＴ９を備えており、印字用の用紙を収容している。各給紙トレイＦＴ４～ＦＴ９の近傍
には、各給紙トレイＦＴ４～ＦＴ９に収容されている用紙の残量を検知する残量検出部と
しての残量検出センサＤ・・・が設けられている。
【００２４】
　後処理部３０は、本体部１０から搬送された用紙に各種後処理を行う、いわゆるフィニ
ッシャーである。例えば、本体部１０から搬送された用紙のソート処理を行うソートユニ
ット、パンチ処理を行うパンチユニット、折り処理を行う折ユニット、断裁処理を行う断
裁ユニット等を備える。後処理部３０の左側には、搬送された用紙が排紙される排紙トレ
イＥＴ１、ＥＴ２が設けられており、搬送された用紙が排紙される。
【００２５】
　また、後処理部３０の上部には、挿入用紙用のトレイである２つのポストインサータ上
段ＰＩ１、下段ＰＩ２が設けられており、ユーザのニーズに合わせて様々な種類の用紙を
積載して給紙可能となっている。
　例えば、何れかのポストインサータＰＩ１、ＰＩ２に、用紙片の一部に突出したタブ部
を有するタブ紙や異なる配色を施されたカラーシート、すでに画像形成された用紙（以下
、タブ紙等と称する）等を載置し、ジョブの設定に従って給紙することにより、本体部１
０から搬送された複数の印字用の用紙間に、これらの用紙を挿入することができる。
【００２６】
　画像形成処理において、例えば、ＡＤＦ部３００の原稿トレイＴ１に載置された原稿は
、スキャナ部２００の読取箇所であるコンタクトガラスに搬送され、スキャナ部２００の
光学系により原稿の画像が読み取られる。ここで、画像とは、図形や写真等のイメージデ
ータに限らず、文字や記号等のテキストデータ等も含む。
　スキャナ部２００により読み取られた画像（アナログ画像信号）は、後述する状態管理
部１００に出力され、状態管理部１００においてＡ／Ｄ変換され、各種画像処理が施され
た後、画像形成部６００に出力される。そして、画像形成部６００において、本体部１０
又は大容量トレイユニット２０に備わる何れかの給紙トレイＦＴ１～ＦＴ９から給紙され
た用紙上に、ディジタル画像データに基づく画像が形成される。
　画像形成された用紙は、画像形成部６００内の搬送部６１０により後処理部３０に搬送
され、後処理部３０の後処理機構により所定の後処理を施された後、排紙トレイＥＴ１、
ＥＴ２の何れかに排紙される。
【００２７】
　すなわち、本実施形態の画像形成装置１では、給紙トレイＦＴ１～ＦＴ９、ポストイン
サータＰＩ１、ＰＩ２からの給紙が可能となっている。そして、給紙トレイＦＴ１～ＦＴ
９、ポストインサータＰＩ１、ＰＩ２からの給紙が不可能となった場合には、画像形成部
６００による画像形成処理が停止するようになっている。
　なお、本実施形態における以下の説明では、上述した給紙トレイＦＴ１～９と、ポスト
インサータＰＩ１、ＰＩ２とを「トレイ」と総称する。
　また、給紙トレイＦＴ１～ＦＴ９、ポストインサータＰＩ１、ＰＩ２、排紙トレイＥＴ
１、ＥＴ２の形態は、図１に例示したものに限定されず、例えば、その数は図示したもの
より多くても少なくてもよい。
【００２８】
　図２は、画像形成装置１の機能的構成を示すブロック図である。
　本体部１０は、状態管理部１００と、スキャナ部２００と、ＡＤＦ部３００と、プリン
トコントローラ４００と、給紙トレイＦＴ１～ＦＴ３と、残量検出センサＤと、操作表示
部５００と、画像形成部６００と、を備えて構成される。
【００２９】
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　状態管理部１００は、例えば、制御部１０１、プログラムメモリ（ＲＯＭ：Read Only 
Memory）１０２、システムメモリ（ＲＡＭ：Random Access Memory）１０３、不揮発メモ
リ１０４、読み取り処理部１０５、書き込み処理部１０６、ＤＲＡＭ（Dynamic Random A
ccess Memory）制御ＩＣ１０７、圧縮・伸長ＩＣ１０８及び画像メモリ１０９を備えて構
成される。
【００３０】
　制御部１０１は、例えば、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等により構成され、Ｒ
ＯＭに記憶されているシステムプログラムや画像形成処理プログラム、後処理処理プログ
ラム等の各種処理プログラムを読み出してＲＡＭに展開し、展開したプログラムに従って
画像形成装置１の各部の動作を集中制御する。
【００３１】
　具体的には、制御部１０１は、後述するジョブ予約画面において予約されたジョブの設
定情報を、不揮発メモリ１０４に格納する。この設定情報はジョブの設定条件を含んでお
り、制御部１０１は、不揮発メモリ１０４に格納されたジョブの設定条件に基づいて、画
像形成部６００による画像形成処理を実行する。ジョブとは、画像形成に関する一連の動
作を指し、例えば、複数枚の原稿をコピーする場合には、複数枚の原稿のコピーに関する
一連の動作が１ジョブである。また、複数部数のコピーを行う場合は、複数部数分のコピ
ーに関する一連の動作が１ジョブである。
　ここで、本実施形態の画像形成装置１は、複数のジョブを予約可能となっており、制御
部１０１は、予約されたジョブに応じた画像形成処理を、ジョブの実行予約順に実行する
。
　また、制御部１０１は、後述するように、予約された複数のジョブの設定条件に基づい
て、予約された複数のジョブの予約情報Ｒを示すジョブスケジューリング画面を、表示部
５０１に表示する制御を実行する。
【００３２】
　ＲＯＭ１０２は、半導体等の不揮発メモリ１０４等により構成され、画像形成装置１に
対応するシステムプログラム及び該システムプログラム上で実行可能な画像形成処理プロ
グラム、後処理プログラム等の各種処理プログラム等を記憶する。これらのプログラムは
、コンピュータが読み取り可能なプログラムコードの形態で格納され、制御部１０１は、
当該プログラムコードに従った動作を逐次実行する。
【００３３】
　ＲＡＭ１０３は、制御部１０１により実行される各種プログラム及びこれらプログラム
に係るデータを一時的に記憶するワークエリアを形成し、実行中のジョブの設定情報等を
記憶する。
【００３４】
　不揮発メモリ１０４は、画像形成装置１に係る各種設定データ等を記憶する。
　具体的には、不揮発メモリ１０４は、後述するジョブ予約画面において入力されたジョ
ブの設定情報を記憶する。
　また、不揮発メモリ１０４は、後述する記憶部としてのトレイ情報テーブル１０４ａを
備え、各トレイに収容する用紙に関するトレイ用紙情報を記憶する。
　また、不揮発メモリ１０４は、後述するように、ユーザにより設定されたジョブスケジ
ューリング画面の更新タイミングに関する情報を記憶する。
【００３５】
　読み取り処理部１０５は、スキャナ部２００から入力されたアナログ画像信号に、アナ
ログ信号処理、Ａ／Ｄ変換処理、シェーディング処理等の各種処理を施し、ディジタル画
像データを生成し、ＤＲＡＭ制御ＩＣ１０７へ出力する。
　書き込み処理部１０６は、圧縮・伸長ＩＣ１０８から入力される画像データに基づくＰ
ＷＭ(Pulse Width Modulation)信号を生成し、画像形成部６００へ出力する。
【００３６】
　ＤＲＡＭ制御ＩＣ１０７は、制御部１０１からの制御に基づいて、圧縮・伸長ＩＣ１０
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８の圧縮・伸長処理を制御するとともに、画像メモリ１０９における画像データの入出力
制御を行う。
　具体的には、読み取り処理部１０５から入力されたディジタル画像データ、又はプリン
トコントローラ４００から入力された画像データを圧縮・伸長ＩＣ１０８により圧縮させ
、圧縮された画像データを画像メモリ１０９の圧縮メモリ１０９ａに書き込んで一時的に
記憶させる。また、画像メモリ１０９に記憶されている画像データを圧縮・伸長ＩＣ１０
８により伸長させ、書き込み処理部１０６に出力する。この際、制御部１０１から合成処
理を施す旨の制御信号が出力された場合には、ＤＲＡＭ制御ＩＣ１０７は、画像データを
圧縮・伸長ＩＣ１０８により伸長させてから、不揮発メモリ１０４内の固有の画像データ
を重ね書きして、書き込み処理部１０６に出力する。
　また、ＤＲＡＭ制御ＩＣ１０７は、プリントコントローラ４００から入力された制御デ
ータを制御部１０１に出力する。
【００３７】
　圧縮・伸長ＩＣ１０８は、ＤＲＡＭ制御ＩＣ１０７の制御により画像データの圧縮処理
、伸長処理を行う。
　画像メモリ１０９は、例えば、ＤＲＡＭで構成される圧縮メモリ１０９ａ、ページメモ
リ１０９ｂを有する。圧縮メモリ１０９ａは、例えば、ＤＲＡＭ制御ＩＣ１０７から入力
される制御信号に従って、圧縮・伸長ＩＣ１０８で圧縮されたジョブファイルを一時的に
記憶する。ページメモリ１０９ｂは、例えば、印刷出力前にプリント出力対象の非圧縮の
ジョブファイルを一時的に記憶する。
【００３８】
　スキャナ部２００は、例えば、ＣＣＤ２０１等のイメージセンサと、スキャナ制御部２
０１と、を備えて構成される。スキャナ制御部２０１は、制御部１０１からの制御信号に
基づいて、スキャナ部２００の各部を駆動制御する。具体的には、コンタクトガラスに載
置された原稿面の露光走査を実行させ、反射光をＣＣＤ２０１において結像させて画像を
読み取る。そして、この結像された光信号を光電変換してアナログ画像信号を生成させ、
読み取り処理部１０５へ出力する。
【００３９】
　ＡＤＦ部３００は、制御部１０１からの制御信号に基づいて、ＡＤＦ部３００の制御を
行うＡＤＦ制御部３０１を備え、原稿トレイＴ１に載置された原稿をスキャナ部２００の
コンタクトガラス上に１枚ずつ自動給送する。
【００４０】
　給紙トレイＦＴ１～ＦＴ９は、印字用の用紙を収容するトレイであり、各種の紙種・用
紙サイズ・坪量の用紙を収容している。
　ここで、給紙トレイＦＴ１～ＦＴ９、ポストインサータＰＩ１、ＰＩ２のそれぞれは、
予め設定された紙種・用紙サイズ・坪量の用紙を収容するようになっており、各トレイに
収容される用紙の紙種・用紙サイズ・坪量に関する情報が、残量検出センサＤにより検出
された各トレイの用紙残量とともに、トレイ用紙情報として、トレイ情報テーブル１０４
ａに記憶されている。
【００４１】
　図３に、トレイ用紙情報を記憶するトレイ情報テーブル１０４ａを示す。
　図３に示すように、トレイ情報テーブル１０４ａは、各トレイ（給紙トレイＦＴ１～Ｆ
Ｔ９、ポストインサータＰＩ１、ＰＩ２）に収容する用紙の紙種・用紙サイズ・坪量と、
残量検出センサＤにより検出された各トレイの用紙残量と、をトレイ用紙情報として記憶
している。トレイ情報テーブル１０４ａにおいて、各トレイに、用紙の紙種・用紙サイズ
・坪量が対応づけられることにより、各トレイに収容される用紙が設定されることとなる
。
【００４２】
　図３において、例えば、給紙トレイＦＴ１は、紙種「普通紙」、用紙サイズ「Ａ４」、
坪量「６２－７１ｇ／ｍ2」の用紙を収容する設定とされ、用紙残量は「１７００枚」で
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ある。また、例えば、給紙トレイＦＴ２は、紙種「上質紙」・用紙サイズ「Ａ３」、坪量
「５０－６１ｇ／ｍ2」の用紙を収容する設定とされ、用紙残量は「１３０枚」である。
　また、図３のトレイ情報テーブル１０４ａでは、各給紙トレイＦＴ１～ＦＴ９とポスト
インサータＰＩ１、ＰＩ２に「普通紙・Ａ４・６２－７１ｇ／ｍ2」の用紙、「普通紙・
Ａ４・５０－６１ｇ／ｍ2」の用紙、「上質紙・Ａ３・５０－６１ｇ／ｍ2」の用紙、「○
○特別紙・Ａ４・６２－７１ｇ／ｍ2」の用紙のうちの何れかの用紙を収容する設定とな
っている。すなわち、これら以外の用紙は、この画像形成装置１では使用不可能となって
いる。
【００４３】
　残量検出センサＤは、各給紙トレイＦＴ１～ＦＴ９の近傍に設けられており、各給紙ト
レイＦＴ１～ＦＴ９に収容されている用紙の残量を検出する。残量検出センサＤにより検
出された各給紙トレイＦＴ１～ＦＴ９の用紙の残量は、制御部１０１に出力され、トレイ
用紙情報として、不揮発メモリ１０４のトレイ情報テーブル１０４ａに記憶される。
【００４４】
　プリンタコントローラ４００は、コントローラ制御部４０１、ＤＲＡＭ制御ＩＣ４０２
、画像メモリ４０３、ＬＡＮＩＦ４０４等を備えて構成され、画像形成装置１をネットワ
ークプリンタとして使用する場合に、ネットワークに接続される外部装置から画像形成装
置１に入力されるジョブの管理及び制御を行うものである。
　具体的には、プリントコントローラ４００は、予約部として、後述するジョブの設定条
件を含むデータを外部装置から受信し、当該データを本体部１０へ送信する。プリンタコ
ントローラ４００から本体部１０に送信されたジョブの設定条件は、その他、モード、ユ
ーザ名、ファイル名、後処理モード、排紙トレイＥＴ１、ＥＴ２等の情報とともに、ジョ
ブの設定情報として、制御部１０１に出力され、不揮発メモリ１０４に実行予約順ととも
に格納されることとなる。
【００４５】
　コントローラ制御部４０１は、プリントコントローラ４００の各部の動作を統括的に制
御する。また、コントローラ制御部４０１は、ＬＡＮＩＦ４０４を介して外部装置から入
力される印刷データを所定のページ記述言語によって画像形成装置１で印刷可能なデータ
形式の画像データに変換し、外部装置から入力されるジョブの情報とともにＤＲＡＭ制御
ＩＣ４０２に出力する。
【００４６】
　ＤＲＡＭ制御ＩＣ４０２は、ＬＡＮＩＦ４０４により受信されたジョブの情報及び印刷
データをコントローラ制御部４０１に出力するとともに、コントローラ制御部４０１から
の指示に従って、コントローラ制御部４０１から入力されたジョブの情報及び画像データ
を画像メモリ４０３へ一時的に格納する制御を行う。また、ＤＲＡＭ制御ＩＣ４０２は、
制御部１０１のＤＲＡＭ制御ＩＣ１０７とＰＣＩ（Peripheral Components Interconnect
）バスで接続されており、コントローラ制御部４０１からの指示に従って、画像メモリ４
０３からジョブの情報や画像データを読み出してＤＲＡＭ制御ＩＣ４０２に出力する。
【００４７】
　画像メモリ４０３は、例えば、ＤＲＡＭから構成され、入力されたデータを一時的に格
納する。
【００４８】
　ＬＡＮＩＦ４０４は、例えば、ＮＩＣ（Network Interface Card）等により構成され、
通信ネットワークＮに接続された外部装置とジョブの情報、印刷データ、ＦＡＸの画像デ
ータを始めとするデータ送受信を行う。外部装置から受信されたジョブの情報、印刷デー
タ、画像データは、ＤＲＡＭ制御ＩＣ４０２に出力される。
【００４９】
　操作表示部５００は、表示部５０１、表示部５０１に一体的に備わるタッチパネル５０
２、操作表示制御部５０３、図示しないその他の操作キー群を備えて構成される。
【００５０】
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　表示部５０１は、例えば、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）により構成され、操作表
示制御部５０３からの表示制御信号に従って、画面上に各種設定画面や画像の状態表示、
各機能の動作状況等の表示を行う。
　また、表示部５０１の画面上には、透明電極を格子状に配置した感圧式（抵抗膜圧式）
のタッチパネル５０２が構成されており、手指やタッチペン等で操作された力点のＸＹ座
標を電圧値で検出し、検出された位置信号を操作信号として操作表示制御部５０３に出力
する。
【００５１】
　操作表示制御部５０３は、制御部１０１からの制御信号に基づいて、表示部５０１にお
ける表示制御を行う。例えば、ジョブを予約するためのジョブ予約画面や、後述するジョ
ブの予約情報Ｒを示すジョブスケジューリング画面、各種設定画面、各種処理結果等を表
示部５０１に表示する。また、操作表示制御部５０３は、表示部５０１上のタッチパネル
５０２又は操作キー群から入力された操作信号を制御部１０１に出力する。
【００５２】
　具体的には、タッチパネル５０２は、予約部として、ユーザがジョブを予約する際に操
作される。ジョブの予約は、ユーザが、表示部５０１に表示されたジョブ予約画面上でタ
ッチパネル５０２を操作して、ジョブの設定条件を設定することで行われる。
【００５３】
　ここで、ジョブの設定条件には、トレイ設定情報及び用紙設定情報と、用紙の使用予定
枚数と、が含まれる。トレイ設定情報とは、ジョブが使用するトレイを設定する情報であ
り、具体的には、給紙トレイＦＴ１～ＦＴ９、ポストインサータＰＩ１、ＰＩ２のうちの
何れか一又は複数のトレイを、ジョブが使用するトレイとして設定する情報である。また
、用紙設定情報とは、ジョブが使用する用紙を設定する情報であり、具体的には、ジョブ
が使用する用紙の紙種、用紙サイズ、坪量を設定する情報である。
　ユーザは、表示部５０１に表示されたジョブ予約画面上でタッチパネル５０２を操作し
て、ジョブの設定条件として、トレイ設定情報（例えば、給紙トレイＦＴ１）及び用紙設
定情報（例えば、普通紙・Ａ４・６２－７１ｇ／ｍ2）の何れか一方又は両方を設定する
ことにより、ジョブが使用するトレイ及び／又は用紙を設定する。また、ジョブの設定条
件として、トレイ設定情報が設定されずに用紙設定情報のみが設定された場合、すなわち
、トレイが設定されずに用紙が設定された場合には、後述するトレイ情報テーブル１０４
ａに基づいて、設定された用紙を収容するトレイが自動的に選択されることとなる。
【００５４】
　ジョブ予約画面上におけるタッチパネル５０２の操作により設定されたジョブの設定条
件は、その他、モード、ユーザ名、ファイル名、後処理モード、排紙トレイＥＴ１、ＥＴ
２等の情報とともに、ジョブの設定情報として、操作表示制御部５０３を介して制御部１
０１に出力され、不揮発メモリ１０４に実行予約順とともに格納される。
【００５５】
　また、タッチパネル５０２は、ユーザが、表示部５０１にジョブスケジューリング画面
の表示要求を行う際に操作される。具体的には、表示部５０１には、ジョブスケジューリ
ング画面の表示を要求するための釦Ｂ１（図４～図１０参照）が表示されており、タッチ
パネル５０２において、この釦Ｂ１が操作されてジョブスケジューリング画面の表示要求
が行われると、操作表示制御部５０３は、この操作に基づく操作信号を制御部１０１に出
力する。この操作信号を受けた制御部１０１は、ジョブスケジューリング画面の表示タイ
ミングであると判断して、後述するジョブスケジューリング画面を表示部５０１に表示す
る。
【００５６】
　また、タッチパネル５０２は、選択部として、表示部５０１におけるジョブスケジュー
リング画面において、後述する停止要因を有するジョブの予約情報Ｒを選択する際に操作
される。タッチパネル５０２において、停止要因を有するジョブの予約情報Ｒが選択され
ると、操作表示制御部５０３は、この操作に基づく操作信号を制御部１０１に出力する。
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この操作信号を受けた制御部１０１は、後述するように、ジョブスケジューリング画面上
に、タッチパネル５０２により選択された停止要因を有するジョブのジョブ情報Ｊと、ジ
ョブの実行変更操作を行うための操作部としての操作釦Ｂ２～Ｂ６と、を表示させる。
【００５７】
　画像形成部６００は、搬送部６１０、ＬＤ(Laser Diode)部６２０、プリンタ制御部６
３０を備えて構成され、書き込み処理部１０６から入力された画像データに基づいて用紙
に画像を形成する。
【００５８】
　搬送部６１０は、ＬＤ部６２０内の搬送経路に従って用紙を搬送するための給紙ローラ
６１１、レジストローラ６１２、排紙ローラ６１３をはじめとする各種ローラ、搬送路切
換板６１４及び反転部６１５等を備える。搬送部６１０は、プリンタ制御部６３０からの
制御に基づいて、ジョブの設定条件に応じたトレイから、用紙を給紙して、給紙された用
紙を搬送経路に従って搬送する。
　また、ＬＤ部６２０の搬送経路上には、図示しない複数のセンサが設けられている。こ
れらのセンサは、用紙が通過する際に検出信号を発生し、これをプリンタ制御部６３０に
出力する。
【００５９】
　ＬＤ部６２０は、ＬＤ６２１、感光体ドラム６２２、帯電部６２３、現像部６２４、転
写部６２５、定着部６２６等を備える。
　ＬＤ部６２０は、プリンタ制御部６３０からの指示に基づいて、ＬＤ部６２０の感光体
ドラム６２２表面を帯電部６２３により帯電させ、書き込み処理部１０６から入力された
ＰＷＭ信号に基づいてＬＤ６２１により感光体ドラム６２２表面にレーザ光を照射するこ
とにより静電潜像を形成する。そして、現像部６２４において感光体ドラム６２２表面の
静電潜像を含む領域にトナーを付着させ、転写部６２５により用紙にトナーを転写して画
像を形成する。そして、転写された画像を定着部６２６で定着させた後、画像形成済みの
用紙を排紙ローラ６１３により後処理部３０へ搬送する。
【００６０】
　プリンタ制御部６３０は、制御部１０１からの制御信号を受信して、ＬＤ部６２０の各
部の動作を制御する。また、プリンタ制御部６３０は、搬送経路上に設けられたセンサか
らの検出信号に基づいて、給紙した用紙の枚数をカウントし、制御部１０１に出力する。
　また、プリンタ制御部６３０は、各ジョブの実行中に、給紙ローラ６１１付近に設けら
れたセンサ（図示省略）から出力されるセンサ信号をカウントすることにより、給紙した
用紙の枚数をカウントし、制御部１０１に出力する。
【００６１】
　本実施形態の画像形成装置１では、前述したように、給紙トレイＦＴ１～ＦＴ９又はポ
ストインサータＰＩ１、ＰＩ２による給紙が不可能となった場合に、画像形成部６００に
よる画像形成処理が一時停止するようになっている。
【００６２】
　ここで、画像形成処理の停止を招く停止要因には、３つの停止要因がある。制御部１０
１は、ジョブスケジューリング画面の表示タイミング及び更新タイミングにおいて、予約
された各ジョブの設定条件とトレイ情報テーブル１０４ａのトレイ用紙情報とに基づいて
、予約された各ジョブが、画像形成処理の停止を招く３つの停止要因の何れかを有するか
を判断することにより、各ジョブの画像形成処理が停止せずに全て実行可能であるか否か
を予測している。そして、３つの停止要因の何れかを有するジョブが存在する場合、後述
するように、ジョブスケジューリング画面におけるそのジョブの予約情報Ｒを、停止要因
に対応した態様で表示する。
【００６３】
　制御部１０１は、ジョブスケジューリング画面の表示タイミング及び更新タイミングに
おいて、各ジョブが、以下に説明する第１～第３の停止要因の何れかに該当するかを、第
１の停止要因、第２の停止要因、第３の停止要因の順番で順に判断する。
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【００６４】
　第１の停止要因は、トレイ設定情報及び用紙設定情報に一致するトレイ用紙情報が無い
ことである。具体的には、トレイ設定情報が無く用紙設定情報が有る場合、すなわち、ジ
ョブの設定条件として用紙のみが設定された場合に、設定された用紙自体が、トレイの何
れにも収容する設定となっていないことである。なお、ジョブの設定条件としてトレイ設
定情報が有る場合、すなわち、トレイが設定された場合には、当該第１の停止要因に該当
するか否かの判断は実行されない。
　制御部１０１は、ジョブの設定条件として用紙が設定された場合、トレイ情報テーブル
１０４ａを参照して、ジョブの設定条件として設定された用紙が、何れかのトレイに収容
される設定となっているか否かを判断する。そして、設定された用紙が何れかのトレイに
収容される設定となっている場合には第１の停止要因には該当しないと判断する。一方、
設定された用紙が何れのトレイにも収容される設定となっていない場合には、第１の停止
要因に該当すると判断する。
　例えば、上述したように、図３のトレイ情報テーブル１０４ａでは、各給紙トレイＦＴ
１～ＦＴ９、ポストインサータＰＩ１、ＰＩ２に「普通紙・Ａ４・６２－７１ｇ／ｍ2」
の用紙、「普通紙・Ａ４・５０－６１ｇ／ｍ2」の用紙、「上質紙・Ａ３・５０－６１ｇ
／ｍ2」の用紙、「○○特別紙・Ａ４・６２－７１ｇ／ｍ2」の用紙のうちの何れかの用紙
を収容する設定とされ、これら以外の用紙は給紙不可能となっている。したがって、例え
ば、用紙サイズが「Ｂ５」である用紙がジョブの設定条件として指定された場合には、制
御部１０１は、各トレイの何れもその用紙を収容する設定となっていないため、第１の停
止要因に該当すると判断する。
　制御部１０１は、第１の停止要因に該当しないと判断すると、第２の停止要因の判断に
移行する。
【００６５】
　第２の停止要因は、トレイ設定情報及び用紙設定情報に一致するトレイ用紙情報が有り
、且つ、トレイの用紙残量がゼロであることである。具体的には、少なくともトレイ設定
情報が有る場合、すなわち、ジョブの設定条件として少なくともトレイが設定された場合
に、設定されたトレイに用紙が収容されていないこと、または、トレイ設定情報が無く用
紙設定情報が有る場合、すなわち、ジョブの設定条件として用紙のみが設定された場合に
、用紙の設定に応じて選択されたトレイに用紙が収容されていないことである。
　制御部１０１は、ジョブの設定条件としてトレイが設定された場合、または、ジョブの
設定条件として何れかのトレイに収容されている用紙が設定され、用紙の設定に基づいて
トレイが選択された場合に、設定又は選択されたトレイに設けられた残量検出センサＤに
より検出され、トレイ情報テーブル１０４ａに記憶された用紙の残量を参照する。そして
、設定されたトレイ、又は、用紙の設定に基づいて自動的に選択されたトレイの用紙残量
が１枚以上である場合には、第２の停止要因には該当しないと判断する。一方、設定され
たトレイ、又は、用紙の設定の基づいて選択されたトレイの用紙残量がゼロ枚である場合
には、第２の停止要因に該当すると判断する。
　例えば、ジョブの設定条件として給紙トレイＦＴ７が設定された場合、または、ジョブ
の設定条件として用紙（例えば、普通紙、Ａ４、５０－６１ｇ／ｍ2）が設定されて、こ
の設定に基づいて自動的に給紙トレイＦＴ７が選択された場合において、制御部１０１は
、給紙トレイＦＴ７に備わる残量検出センサＤにより検出された給紙トレイＦＴ７の用紙
残量を参照し、用紙残量がゼロ枚である場合、すなわち、給紙トレイＦＴ７に１枚も用紙
が収容されていない場合には、第２の停止要因に該当すると判断する。
　制御部１０１は、第２の停止要因に該当しないと判断すると、第３の停止要因の判断に
移行する。
【００６６】
　第３の停止要因は、トレイ設定情報及び用紙設定情報に一致するトレイ用紙情報が有り
、且つ、当該ジョブの実行中にトレイの用紙残量がゼロとなることである。具体的には、
少なくともトレイ設定情報が有る場合、すなわち、ジョブの設定条件として少なくともト
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レイが設定された場合に、設定されたトレイの用紙残量が１枚以上であり、且つ、そのジ
ョブの用紙の使用予定枚数に満たないこと、または、トレイ設定情報が無く用紙設定情報
が有る場合、すなわち、ジョブの設定条件として用紙のみが設定された場合に、用紙の設
定に基づいて選択されたトレイの用紙残量が１枚以上であり、且つ、そのジョブの用紙の
使用予定枚数に満たないことである。
　制御部１０１は、ジョブの設定条件としてトレイが設定された場合、または、ジョブの
設定条件として何れかのトレイに収容している用紙が設定され、用紙の設定に基づいてト
レイが選択された場合に、設定又は選択されたトレイに設けられた残量検出センサＤによ
り検出され、トレイ情報テーブル１０４ａに記憶された用紙の残量を参照する。そして、
設定されたトレイ、又は、用紙の設定に基づいて選択されたトレイの用紙残量が使用予定
枚数以上である場合、第３の停止要因に該当しないと判断する。一方、設定されたトレイ
、又は、用紙の設定に基づいて選択されたトレイの用紙残量が１枚以上であり、且つ、使
用予定枚数未満である場合には、第３の停止要因に該当すると判断する。
　例えば、ジョブの設定条件として給紙トレイＦＴ２が設定され、または、ジョブの設定
条件として用紙（例えば、上質紙、Ａ３、５０－６１ｇ／ｍ2）が設定されて、その設定
に基づいて自動的に給紙トレイＦＴ２が選択された場合において、制御部１０１は、給紙
トレイＦＴ２に備わる残量検出センサＤにより給紙トレイＦＴ２の用紙残量を検出し、ジ
ョブの設定条件として設定された用紙の使用予定枚数と比較する。そして、検出された用
紙残量が「１３０枚」であり、一方、用紙の指定予定枚数が「２３０」枚であると、用紙
残量がジョブの設定条件として設定された用紙の使用予定枚数に満たないとして、第３の
停止要因に該当すると判断する。
　一方、制御部１０１は、第３の停止要因に該当しないと判断すると、そのジョブが第１
～第３の停止要因の何れも有しておらず、用紙の使用予定枚数分の画像形成処理を全て実
行可能であると判断する。
【００６７】
　図４に、表示部５０１に表示されるジョブスケジューリング画面を示す。
　図４のジョブスケジューリング画面には、互いに直交する２つの軸を有する二次元の表
が表示されている。縦軸である第１軸は、トレイ情報を示しており、横軸である第２軸は
、用紙の使用予定枚数を示している。また、二次元の表上には、各ジョブの予約情報Ｒ１
～Ｒ７が表示されている。トレイ情報とは、使用するトレイとして設定可能なトレイ、す
なわち、給紙トレイＴ１～Ｔ９、ポストインサータＰＩ１、ＰＩ２に関する情報である。
このトレイ情報は、トレイ情報テーブル１０４ａに記憶されたトレイ用紙情報と連動して
おり、トレイ情報テーブル１０４ａのトレイ用紙情報が変更されると、ジョブスケジュー
リング画面も更新されることとなる。また、予約情報Ｒとは、後述するように、使用する
トレイに対応する第１軸上の位置、且つ、用紙の使用予定枚数に相当する長さの第２軸上
の位置から成る領域に表示されることにより、使用するトレイ及び用紙の使用予定枚数を
示す情報である。
　なお、図４のジョブスケジューリング画面では、実行中のジョブも、実行予約順１番の
ジョブとして、その予約情報Ｒ１が表示されている。実行中のジョブについては、ジョブ
スケジューリング画面の表示／更新タイミングにおける用紙の残枚数が、用紙の使用予定
枚数とされている。
【００６８】
　図４に示すように、ジョブスケジューリング画面上の第１軸は、トレイ情報を示してお
り、給紙トレイＦＴ１～ＦＴ９、ポストインサータＰＩ１、ＰＩ２のそれぞれに対応する
１１つの行と、前述した第１の停止要因に対応する１つの行とに分割されている。
【００６９】
　すなわち、図４のジョブスケジューリング画面において、最上段である第１行は、「給
紙トレイＦＴ１」に対応する領域であり、この給紙トレイＦＴ１に収容する用紙「普通紙
・Ａ４・６２－７１ｇ／ｍ2」が表示されている。
　また、第２行は、「給紙トレイＦＴ２」に対応する領域であり、この給紙トレイＦＴ２
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に収容する用紙「上質紙・Ａ３・５０－６１ｇ／ｍ2」が表示されている。
　また、第３行は、「給紙トレイＦＴ３」に対応する領域であり、この給紙トレイＦＴ３
に収容する用紙「○○特別紙・Ａ４・６２－７１ｇ／ｍ2」が表示されている。
　また、第４行は、「給紙トレイＦＴ４」に対応する領域であり、この給紙トレイＦＴ４
に収容する用紙「上質紙・Ａ３・５０－６１ｇ／ｍ2」が表示されている。
　また、第５行は、「給紙トレイＦＴ５」に対応する領域であり、この給紙トレイＦＴ５
に収容する用紙「普通紙・Ａ４・５０－６１ｇ／ｍ2」が表示されている。
　また、第６行は、「給紙トレイＦＴ６」に対応する領域であり、この給紙トレイＦＴ６
に収容する用紙「普通紙・Ａ４・６２－７１ｇ／ｍ2」が表示されている。
　また、第７行は、「給紙トレイＦＴ７」に対応する領域であり、この給紙トレイに収容
する用紙「普通紙・Ａ４・５０－６１ｇ／ｍ2」が表示されている。
　また、第８行は、「給紙トレイＦＴ８」に対応する領域であり、この給紙トレイＦＴ８
に収容する用紙「普通紙・Ａ４・６２－７１ｇ／ｍ2」が表示されている。
　また、第９行は、「給紙トレイＦＴ９」に対応する領域であり、この給紙トレイＦＴ９
に収容する用紙「普通紙・Ａ４・６２－７１ｇ／ｍ2」が表示されている。
　また、第１０行は、「ポストインサータＰＩ１」に対応する領域であり、このポストイ
ンサータＰＩ１に収容する用紙「普通紙・Ａ４・６２－７１ｇ／ｍ2」が表示されている
。
　また、第１１行は、「ポストインサータＰＩ１」に対応する領域であり、このポストイ
ンサータＰＩ２に収容する用紙「普通紙・Ａ４・６２－７１ｇ／ｍ2」が表示されている
。
【００７０】
　また、図４に示すように、第１軸における給紙トレイＦＴ１～ＦＴ９に対応する第１行
～第９行には、各給紙トレイＦＴに設けられた残量検出センサＤにより検出される用紙の
残量が概略表示されている。図４において、用紙残量は線の数で表現されている。
【００７１】
　また、図４に示すように、ジョブスケジューリング画面上の第２軸には、用紙の使用予
定枚数を示す目盛りが表示されている。第２軸の原点はゼロ枚を示しており、１目盛りが
１００枚を示している。
【００７２】
　このようなジョブスケジューリング画面において、制御部１０１は、不揮発メモリ１０
４に格納された各ジョブの設定条件としてのトレイ設定情報及び用紙設定情報に基づいて
、各ジョブが使用するトレイを特定し、ジョブスケジューリング画面において、各ジョブ
の予約情報Ｒを、特定したトレイに対応する第１軸上の位置（すなわち、第１～１２行）
に表示する。
　また、制御部１０１は、不揮発メモリ１０４に格納された各ジョブの設定条件としての
用紙の使用予定枚数に基づいて、ジョブスケジューリング画面における各ジョブの予約情
報Ｒの第２軸方向の長さを、用紙の使用予定枚数に相当する長さとする。
　このように、ジョブスケジューリング画面において、各ジョブの予約情報Ｒが、使用す
るトレイに対応する第１軸上の位置、且つ、用紙の使用予定枚数に相当する長さの第２軸
上の位置に表示されることにより、各ジョブ及びジョブ全体での、トレイ毎の用紙の使用
予定枚数が把握可能となっている。
【００７３】
　すなわち、制御部１０１は、図４に示すように、実行予約順１番のジョブの予約情報Ｒ
１を、使用する給紙トレイＦＴ１に対応する第１行に表示するとともに、この予約情報Ｒ
１の第２軸方向の長さを、用紙の使用予定枚数「９００枚」に相当する９目盛り分の長さ
とすることで、実行予約順１番のジョブが、給紙トレイＦＴ１の用紙を９００枚使用する
ことを認識可能としている。
　また、制御部１０１は、実行予約順３番のジョブの予約情報Ｒ３を、使用する給紙トレ
イＦＴ２に対応する第２行に表示するとともに、この予約情報Ｒ３の第２軸方向の長さを
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、用紙の使用予定枚数「２３０枚」に対応する２．３目盛り分の長さとすることで、実行
予約順３番のジョブが、給紙トレイＦＴ２の用紙を２３０枚使用することを認識可能とし
ている。
　また、制御部１０１は、実行予約順４番の予約情報Ｒ４を、使用する給紙トレイＦＴ７
に対応する第７行に表示するとともに、この予約情報Ｒ４の第２軸方向の長さを、用紙の
使用予定枚数「４７０枚」に対応する４．７目盛り分の長さとすることで、実行予約順４
番のジョブが、給紙トレイＦＴ７の用紙を４７０枚使用することを認識可能としている。
　また、制御部１０１は、実行予約順６番のジョブについて、その予約情報Ｒ６を、使用
する給紙トレイＦＴ１に対応する第１行に表示するとともに、この予約情報Ｒ６の第２軸
方向の長さを、用紙の使用予定枚数「９５０枚」に対応する９．５目盛り分の長さとする
ことで、実行予約順６番のジョブが、給紙トレイＦＴ１の用紙を９５０枚使用することを
認識可能としている。
【００７４】
　また、制御部１０１は、一つのジョブの中で複数のトレイを使用する場合には、そのジ
ョブの予約情報Ｒを、使用する各トレイに対応する第１軸上の位置に分割して表示すると
ともに、各トレイに対応する予約情報Ｒの第２軸方向の長さを、そのトレイの使用予定枚
数に相当する長さとすることで、一つのジョブが複数のトレイを使用する場合であっても
、ジョブ全体で使用する用紙の使用予定枚数と、トレイ毎の使用予定枚数と、を把握可能
としている。
【００７５】
　すなわち、制御部１０１は、図４に示すように、実行予約順５番の予約情報Ｒ５を、使
用する給紙トレイＦＴ４～ＦＴ６に対応する第４行～第６行に分割して表示するとともに
、分割した３つの予約情報Ｒのそれぞれの第２軸方向の長さを、各給紙トレイＦＴ４～Ｆ
Ｔ６における用紙の使用予定枚数に対応する目盛り分の長さとしている。これにより、実
行予約順５番のジョブが、給紙トレイＦＴ４に収容された５００枚の用紙を使用すること
、給紙トレイＦＴ５に収容された４５０枚の用紙を使用すること、給紙トレイＦＴ６に収
容された４５０枚の用紙を使用すること、更に、このジョブ全体で１４００枚の用紙を使
用することを認識可能としている。
　また、制御部１０１は、実行予約順７番のジョブについて、その予約情報Ｒ７を、使用
する給紙トレイＦＴ９、ポストインサータＰＩ１、ＰＩ２に対応する第９～１１行に表示
することにより、実行予約順７番のジョブが給紙トレイＦＴ１から給紙される用紙に画像
形成を行うとともに、これらの用紙の間にポストインサータＰＩ１、ＰＩ２から給紙され
る用紙を挿入すること、また、何枚目にポストインサータＰＩ１、ＰＩ２からの用紙を挿
入するかを認識可能としている。
【００７６】
　また、制御部１０１は、各ジョブについて、前述したように、第１の停止要因、第２の
停止要因、第３の停止要因の何れかに該当するか否かを判断し、何れかの停止要因に該当
する場合には、ジョブスケジューリング画面における当該ジョブの予約情報Ｒの表示を、
その停止要因に応じた態様で表示する。
　これにより、ジョブスケジューリング画面上で、停止要因を有するジョブと停止要因を
有しないジョブとが一目で容易に認識可能となるとともに、停止要因を有するジョブにつ
いて、第１の停止要因、第２の停止要因、第３の停止要因の何れを有するかが、容易に把
握できるようになっている。
【００７７】
　具体的には、制御部１０１は、第１の停止要因、第２の停止要因、第３の停止要因の何
れにも該当しないジョブについて、その予約情報Ｒの全てを、第１の色（例えば、青色）
で表示する。
　例えば、実行予約順１番のジョブの設定条件として、給紙トレイＦＴ１と用紙の使用予
定枚数「９００枚」が指定された場合に、制御部１０１は、給紙トレイＦＴ１に設けられ
た残量検出センサＤにより検出される用紙残量と、同一の給紙トレイＦＴ１を使用する、



(15) JP 5051066 B2 2012.10.17

10

20

30

40

50

実行予約順が前のジョブの使用予定枚数と、に基づいて、そのジョブの実行開始時点にお
ける用紙残量を算出する。すなわち、残量検出センサＤにより検出された用紙残量が「１
７００枚」であり、同一の給紙トレイＦ１を使用する実行予約順が前のジョブが存在しな
い場合、実行予約順１番のジョブの実行開始時点における給紙トレイＦＴ１の用紙残量は
「１７００枚」である。さらに、制御部１０１は、実行予約順１番のジョブの実行開始時
点における給紙トレイＦＴ１の用紙残量「１７００枚」と、ジョブの用紙の使用予定枚数
「９００枚」とを比較して、そのジョブの実行開始時点における給紙トレイＦＴ１の用紙
残量「１７００枚」が、ジョブの用紙の使用予定枚数「９００枚」以上であると判断する
と、そのジョブの予約情報Ｒ１を全て青色で表示する。
　このように、ジョブスケジューリング画面において、ジョブの予約情報Ｒ１が全て第１
の色で表示されることにより、ユーザは、このジョブの画像形成処理が全て実行可能であ
ることを容易に認識することができる。
【００７８】
　また、制御部１０１は、前述した第１の停止要因に該当するジョブの予約情報Ｒを、設
定された用紙に対応するトレイが無いことを示す第１軸上の位置（すなわち、第１２行）
に、全て第２の色（例えば、茶色）で表示する。図４のジョブスケジューリング画面では
、第１２行に、「該当用紙無し」と表示されており、ジョブの設定条件として設定された
用紙の設定自体が存在しないことが容易に把握できるようになっている。
　例えば、実行予約順２番のジョブの設定条件として、何れの給紙トレイＦＴ１～ＦＴ９
にも収容する設定となっていない用紙「普通紙・Ｂ５・５０－６１ｇ／ｍ2」が設定され
た場合、制御部１０１は、このジョブの予約情報Ｒ２を、「該当用紙無し」と表示された
第１軸上の第１２行に茶色で表示する。
　このように、ジョブスケジューリング画面において、ジョブの予約情報Ｒ２が、設定さ
れた用紙に対応するトレイが無いことを示す第１軸上の位置に第２の色で表示されること
により、ユーザは、このジョブの画像形成処理が第１の停止要因により停止すること、す
なわち、このジョブの設定条件として使用不可能な用紙を設定したことを容易に認識する
ことができる。
【００７９】
　また、制御部１０１は、第２の停止要因に該当するジョブの予約情報Ｒの全てを、第３
の色（例えば、赤色）で表示する。
　例えば、実行予約順４番のジョブの設定条件として、給紙トレイＦＴ７が指定された場
合、制御部１０１は、給紙トレイＦＴ７に設けられた残量検出センサＤにより検出される
用紙残量と、同一の給紙トレイＦＴ７を使用する、実行予約順が前のジョブの使用予定枚
数と、に基づいて、そのジョブの実行開始時点における用紙残量を算出する。そして、そ
のジョブの実行開始時点における用紙残量がゼロ枚であると、制御部１０１は、このジョ
ブの予約情報Ｒを、全て赤色で表示する。
　このように、ジョブスケジューリング画面において、ジョブの予約情報Ｒの全部が、設
定されたトレイの用紙残量がゼロ枚であること、または、用紙の設定に基づいて選択され
たトレイの用紙残量がゼロ枚であることを示す第３の色で表示されることにより、ユーザ
は、このジョブの画像形成処理が第２の停止要因により停止すること、すなわち、このジ
ョブの設定条件として設定したトレイ又は設定した用紙に対応するトレイに、用紙が収容
されておらず、ジョブの設定条件として設定した使用予定枚数分の用紙が全て不足してい
ることを容易に認識することができる。
【００８０】
　また、制御部１０１は、第３の停止要因に該当するジョブの予約情報Ｒのうち、用紙残
量に相当する第２軸方向の長さ分の表示領域を、第１の色（例えば、青色）で表示すると
ともに、用紙の不足量に相当する第２軸方向の長さ分の表示領域を、第３の色（例えば、
赤色）で表示する。
　例えば、実行予約順６番のジョブの設定条件として、給紙トレイＦＴ１と用紙の使用予
定枚数「９５０枚」が指定された場合に、制御部１０１は、給紙トレイＦＴ１に設けられ
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た残量検出センサＤにより検出される用紙残量と、同一の給紙トレイＦＴ１を使用する、
実行予約順が前のジョブの使用予定枚数と、に基づいて、そのジョブの実行開始時点にお
ける用紙残量を算出する。すなわち、残量検出センサＤにより検出された用紙残量が「１
７００枚」であり、同一の給紙トレイＦ１を使用する実行予約順１番のジョブの使用予定
枚数が「９００枚」である場合、実行予約順６番のジョブの実行開始時点における給紙ト
レイＦＴ１の用紙残量は「８００枚」である。さらに、制御部１０１は、実行予約順６番
のジョブの実行開始時点における給紙トレイＦＴ１の用紙残量「８００枚」と、ジョブの
用紙の使用予定枚数「９５０枚」とを比較して、そのジョブの実行開始時点における給紙
トレイＦＴ１の用紙残量「８００枚」が、ジョブの用紙の使用予定枚数「９５０枚」に満
たないと判断すると、使用予定枚数と用紙残量との差分を算出する。そして、そのジョブ
の予約情報Ｒ６において、用紙残量に相当する第２軸方向の長さ分、すなわち、８目盛り
分の表示領域を青色で表示する。また、使用予定枚数と用紙残量との差分「１５０枚」を
不足量として、不足量に相当する第２軸方向の長さ分、すなわち、１．５目盛り分の表示
領域を赤色で表示する。
　このように、ジョブスケジューリング画面において、ジョブの予約情報Ｒ６が、設定さ
れたトレイ又は用紙の設定に基づいて選択されたトレイの用紙残量が１枚以上であり、且
つ、用紙の使用予定枚数以下であることを示す第１の色と第３の色で表示されることによ
り、ユーザは、このジョブの画像形成処理が第３の停止要因により停止すること、すなわ
ち、このジョブの設定条件として設定したトレイ又は設定した用紙に対応するトレイの用
紙残量が不足していることを容易に認識することができる。また、ジョブの予約情報Ｒ６
のうち、不足量に対応する長さ分の表示領域が第３の色で表示されることにより、用紙の
不足量を容易に認識することができる。
【００８１】
　また、制御部１０１は、不揮発メモリ１０４に格納された各ジョブの設定条件に基づい
て、実行予約順に、各ジョブの使用予定枚数を積算する。そして、ジョブスケジューリン
グ画面において、各ジョブの予約情報Ｒを、そのジョブより実行予約順が前のジョブの使
用予定枚数を積算した第２軸方向の位置に表示することで、各ジョブの実行中における任
意の時点における用紙の使用予定枚数の累計を把握可能としている。
【００８２】
　具体的には、図４に示すように、制御部１０１は、実行予約順が１番のジョブの予約情
報Ｒ１を、第２軸の原点を始点として、始点から第２軸方向に、そのジョブの用紙の使用
予定枚数「９００枚」に対応する９目盛り分進んだ位置を終点とする第２軸上の位置に表
示する。
【００８３】
　次いで、制御部１０１は、実行予約順が２番のジョブの予約情報Ｒ２を、実行予約順１
番のジョブの使用予定枚数「９００枚」を示す第２軸上の位置（すなわち、原点から９目
盛り分進んだ位置）を始点として、始点から第２軸方向に、そのジョブの用紙の使用予定
枚数「４００枚」に対応する４目盛り分進んだ位置（すなわち、原点から１３目盛り分進
んだ位置）を終点とする第２軸上の位置に表示する。
【００８４】
　次いで、制御部１０１は、実行予約順１、２番のジョブにおける用紙の使用予定枚数の
積算値「１３００枚」を算出する。そして、実行予約順が３番のジョブの予約情報Ｒ３を
、実行予約順が前のジョブの使用予定枚数の積算値「１３００枚」を示す第２軸上の位置
（すなわち、原点から１３目盛り分進んだ位置）を始点として、始点から第２軸方向に、
そのジョブの用紙の使用予定枚数「２３０枚」に対応する２．３目盛り分進んだ位置（す
なわち、原点から１５．３目盛り分進んだ位置）を終点とする第２軸上の位置に表示する
。
【００８５】
　次いで、制御部１０１は、実行予約順１番～３番のジョブにおける用紙の使用予定枚数
の積算値「１５３０枚」を算出する。そして、実行予約順が４番のジョブの予約情報Ｒ４
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を、実行予約順が前のジョブの使用予定枚数の積算値「１５３０枚」を示す第２軸上の位
置（すなわち、原点から１５．３目盛り分進んだ位置）を始点として、始点から第２軸方
向に、そのジョブの用紙の使用予定枚数「４７０枚」に対応する４．７目盛り分進んだ位
置（すなわち、原点から２０目盛り分進んだ位置）を終点とする第２軸上の位置に表示す
る。
【００８６】
　次いで、制御部１０１は、実行予約順が１番～４番のジョブにおける用紙の使用予定枚
数の積算値「２０００枚」を算出する。そして、実行予約順が５番のジョブの予約情報Ｒ
５を、実行予約順が前のジョブの使用予定枚数の積算値「２０００枚」を示す第２軸上の
位置（すなわち、原点から２０目盛り分進んだ位置）を始点として、始点から第２軸方向
に、そのジョブの用紙の使用予定枚数「１４００枚」に対応する１４目盛り分進んだ位置
（すなわち、原点から３４目盛り分進んだ位置）を終点とする第２軸上の位置に表示する
。
【００８７】
　次いで、制御部１０１は、実行予約順が１番～５番のジョブにおける用紙の使用予定枚
数の積算値「３４００枚」を算出する。そして、実行予約順が６番のジョブの予約情報Ｒ
６を、実行予約順が前のジョブの使用予定枚数の積算値「３４００枚」を示す第２軸上の
位置（すなわち、原点から３４目盛り分進んだ位置）を始点として、始点から第２軸方向
に、そのジョブの用紙の使用予定枚数「９５０枚」に対応する９．５目盛り分進んだ位置
（すなわち、原点から４３．５目盛り分進んだ位置）を終点とする第２軸上の位置に表示
する。
【００８８】
　次いで、制御部１０１は、実行予約順が１番～６番のジョブにおける用紙の使用予定枚
数の積算値「４３５０枚」を算出する。そして、実行予約順が７番のジョブの予約情報Ｒ
７を、実行予約順が前のジョブの使用予定枚数の積算値「４３５０枚」を示す第２軸上の
位置（すなわち、原点から４３．５目盛り分進んだ位置）を始点とし、このジョブの用紙
の使用予定枚数が、第２軸方向の残りの６．５目盛り分に対応する枚数「６５０枚」以上
であるために、二次元の表の右端を終点とする第２軸上の位置に表示する。
【００８９】
　また、制御部１０１は、ジョブスケジューリング画面において、第２軸方向に、各ジョ
ブの区切りを示す区切り線Ｓａ～Ｓｆを、第１軸に平行に表示することで、各ジョブの予
約情報Ｒを個別に区別可能としている。
【００９０】
　すなわち、制御部１０１は、図４に示すように、実行予約順１番のジョブの予約情報Ｒ
１と２番のジョブの予約情報Ｒ２との境目に、区切り線Ｓａを表示する。また、実行予約
順２番のジョブの予約情報Ｒ２と３番のジョブの予約情報Ｒ３との境目に、区切り線Ｓｂ
を表示する。また、実行予約順３番のジョブの予約情報Ｒ３と４番のジョブの予約情報Ｒ
４との境目に、区切り線Ｓｃを表示する。また、実行予約順４番のジョブの予約情報Ｒ４
と５番のジョブの予約情報Ｒ５との境目に、区切り線Ｓｄを表示する。また、実行予約順
５番のジョブの予約情報Ｒ５と６番のジョブの予約情報Ｒ６との境目に、区切り線Ｓｅを
表示する。また、実行予約順６番のジョブの予約情報Ｒ６と７番のジョブの予約情報Ｒ７
との境目に、区切り線Ｓｆを表示する。これにより、実行予約順１番～７番の各ジョブの
情報を、実行予約順が前後のジョブの情報と区別して、容易に把握できることとなる。
【００９１】
　また、制御部１０１は、所定の更新タイミングに、第２軸の原点を現時点として、ジョ
ブスケジューリング画面における各予約情報Ｒの表示位置を更新する。
【００９２】
　ここで、所定の更新タイミングは、所定枚の用紙に対する画像形成処理が終了したとき
、又は、前回の更新タイミングから所定時間が経過したときであり、どのタイミングをジ
ョブスケジューリング画面の更新タイミングとするかは、図示しない設定画面上における
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タッチパネル５０２の操作により、ユーザが予め設定することができる。なお、ジョブス
ケジューリング画面の表示後、一度も更新タイミングが到来していない場合には、ジョブ
スケジューリング画面の表示タイミングが前回の更新タイミングとされる。
　所定毎の用紙に対する画像形成処理が終了したときを更新タイミングと設定する場合に
は、さらに、何枚毎に更新を行うかを設定することができる。ユーザは、例えば、１枚、
１０枚、１００枚毎に、ジョブスケジューリング画面の更新を行うように設定することが
できる。
　一方、前回の更新タイミングから所定時間が経過したときを更新タイミングと設定する
場合には、さらに、何秒／分／時間毎に更新を行うかを設定することができる。ユーザは
、例えば、１０秒、６０秒、１０分毎に、ジョブスケジューリング画面の更新を行うよう
に設定することができる。
　ユーザにより設定された更新タイミングに関する情報は、操作表示制御部５０３を介し
て制御部１０１に出力され、不揮発メモリ１０４に格納されることとなる。
【００９３】
　図５に、更新タイミングにおいて更新されたジョブスケジューリング画面を示す。
　図５のジョブスケジューリング画面は、図４のジョブスケジューリング画面が表示又は
更新されたタイミングから、新たに１００枚の用紙に対する画像形成処理が終了した時点
の更新タイミングにおいて、その時点における各ジョブの設定条件に基づいて更新された
画面である。
【００９４】
　また、制御部１０１は、予約された複数のジョブの予約情報Ｒを表示したジョブスケジ
ューリング画面において、タッチパネル５０２により停止要因を有するジョブの予約情報
Ｒが選択された場合に、スケジューリング画面上に、そのジョブのジョブ情報Ｊと、ジョ
ブの実行変更操作を行うための操作釦Ｂ２～Ｂ６とを、何れの予約情報Ｒ及びジョブ情報
Ｊにも重ならない位置に表示させる。
【００９５】
　ここで、ジョブスケジューリング画面に表示されるジョブ情報Ｊは、ジョブのファイル
名、ユーザ名、ジョブの設定条件である。また、ジョブ情報Ｊとして表示されるジョブの
設定条件は、トレイ設定情報、用紙設定情報としての紙種・用紙サイズ・坪量、用紙の使
用予定枚数である。
　このとき、制御部１０１は、トレイ設定情報が有り用紙設定情報が無い場合、すなわち
、トレイのみが設定された場合には、トレイ情報テーブル１０４ａに基づいて、設定され
たトレイに収容されている用紙の紙種・用紙サイズ・坪量を、用紙設定情報として表示す
る。また、制御部１０１は、トレイ設定情報が無く用紙設定情報が有る場合、すなわち、
用紙のみが設定された場合には、用紙の設定に基づいて自動的に選択されたトレイを、ト
レイ設定情報として表示する。なお、制御部１０１は、トレイ設定情報が有り用紙設定情
報が無い場合において、用紙設定情報を「設定無し」として表示し、トレイ設定情報が無
く用紙設定情報が有る場合において、トレイ設定情報を「設定無し」として表示しても良
い。
　また、ジョブの実行変更操作には、ジョブの実行予約順の変更を行うための操作、ジョ
ブの削除を行うための操作、ジョブの保留を行うための操作、ジョブの設定条件の変更を
行うための操作が含まれる。また、ジョブの実行予約順の変更、ジョブの削除、ジョブの
保留、ジョブの設定条件の変更を、ジョブの実行変更処理と総称する
【００９６】
　例えば、ユーザが、図４のスケジューリング画面上でのタッチパネル５０２の操作によ
り、第１の停止要因を有する実行予約順２番のジョブの予約情報Ｒ２を選択した場合、制
御部１０１は、不揮発メモリ１０４に格納されたジョブの設定情報に基づいて、図６に示
すように、実行予約順２番のジョブのジョブ情報Ｊ１をジョブスケジューリング画面上に
表示する。
　図６のスケジューリング画面に表示された、実行予約順２番のジョブ情報Ｊ１は、ファ
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イル名「ファイルＡ」、ユーザ名「ａａａ」、トレイ設定情報「設定無し」、用紙設定情
報としての紙種「普通紙」、用紙サイズ「Ｂ５」、坪量「５０－６１ｇ／ｍ2」、用紙の
使用予定枚数「４００枚」をポップアップセル内に表示したものである。
　上述したように、このジョブの予約情報Ｒ１は、設定された用紙に対応するトレイが無
いことを示す第１軸上の第１２行に、第２の色（例えば、茶色）で表示されているため、
ユーザは、このジョブの設定条件として使用不可能な用紙を設定したことを容易に認識す
ることができ、さらに、ジョブ情報Ｊ１により、このジョブのファイル名、ユーザ名、ト
レイ設定情報、用紙設定情報、用紙の使用予定枚数を確認することができる。
【００９７】
　また、図６のスケジューリング画面では、予約情報Ｒ１の選択によって表示されたジョ
ブ情報Ｊ１とともに、実行予約順２番のジョブの実行変更操作を行うための操作釦Ｂ２～
Ｂ６がポップアップセル内に表示されている。図６のスケジューリング画面上のタッチパ
ネル５０２により、これらの操作釦Ｂ２～Ｂ６が操作されると、制御部１０１は、操作さ
れた操作釦に応じた実行変更処理を、実行予約順２番のジョブに対して実行する。
【００９８】
　ここで、操作釦Ｂ２は、ジョブの実行予約順を一つ繰り下げるための釦であり、操作釦
Ｂ３は、ジョブの実行予約順を一つ繰り上げるための釦である。制御部１０１は、これら
の操作釦Ｂ２、Ｂ３が操作される度に、対象となるジョブの実行予約順を一つずつ繰り下
げ／繰り上げ、不揮発メモリ１０４に記憶されたジョブの設定情報を更新する。
　また、操作釦Ｂ４は、ジョブの実行を保留するための釦である。制御部１０１は、この
操作釦Ｂ４の操作を検出すると、対象となるジョブの状態を予約状態から保留状態に変更
することでこのジョブの実行を保留し、このジョブの予約情報Ｒをジョブスケジューリン
グ画面から一旦消去する。そして、その後、このジョブの実行が指示された場合に、ジョ
ブを予約状態に戻して、ジョブスケジューリング画面にこのジョブの予約情報Ｒを復帰さ
せ、実行予約順に従ってジョブを実行する。
　また、操作釦Ｂ５は、ジョブを削除するための釦である。制御部１０１は、この操作釦
Ｂ５の操作を検出すると、不揮発メモリ１０４に格納された対象となるジョブの設定情報
を削除し、このジョブの予約情報Ｒをジョブスケジューリング画面から消去する。
　また、操作釦Ｂ６は、ジョブの設定条件を変更するための釦である。制御部１０１は、
この操作釦Ｂ６の操作を検出すると、対象となるジョブの設定条件を変更するための図示
しない設定変更画面を表示させる。この設定変更画面では、ジョブの設定条件、すなわち
、ジョブが使用するトレイを設定するトレイ設定情報と、ジョブが使用する用紙の紙種、
用紙サイズ、坪量を設定する用紙設定情報と、用紙の使用予定枚数とが変更できるように
なっており、制御部１０１は、設定変更画面上でのジョブの設定条件の変更に基づいて、
不揮発メモリ１０４に記憶されたジョブの設定情報を更新する。
　したがって、ユーザは、ジョブスケジューリング画面上で、第１の停止要因を有する実
行予約順２番のジョブのファイル名、ユーザ名、トレイ設定情報、用紙設定情報、用紙の
使用予定枚数を確認した上で、このジョブに対応する適切な実行変更操作を同じ画面上で
迅速に行うことができる。
【００９９】
　また、ユーザが、図４のスケジューリング画面上でのタッチパネル５０２の操作により
、第２の停止要因を有する実行予約順４番のジョブの予約情報Ｒ４を選択した場合、制御
部１０１は、不揮発メモリ１０４に格納されたジョブの設定情報に基づいて、図７に示す
ように、実行予約順４番のジョブのジョブ情報Ｊ２をジョブスケジューリング画面上に表
示する。
　図７のジョブスケジューリング画面に表示された実行予約順４番のジョブ情報Ｊ２は、
ファイル名「ファイルＢ」、ユーザ名「ｂｂｂ」、トレイ設定情報「給紙トレイＦＴ７」
、用紙設定情報としての紙種「普通紙」、用紙サイズ「Ａ４」、坪量「５０－６１ｇ／ｍ
2」、用紙の使用予定枚数「４７０枚」をポップアップセル内に表示したものである。
　また、上述したように、このジョブの予約情報Ｊ２は、設定されたトレイ又は用紙の設
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定に基づいて選択したトレイの用紙残量がゼロ枚であることを示す第３の色で表示されて
いるため、ユーザは、設定されたトレイ又は用紙の設定に基づいて選択したトレイに用紙
が無く、画像形成処理が全て不可能であることを容易に認識することができ、さらに、ジ
ョブ情報Ｊ２により、このジョブのファイル名、ユーザ名、トレイ設定情報、用紙設定情
報、用紙の使用予定枚数を確認することができる。
【０１００】
　また、図７のスケジューリング画面では、予約情報Ｒ４の選択によって表示されたジョ
ブ情報Ｊ２とともに、実行予約順４番のジョブの実行変更操作を行うための操作釦Ｂ２～
Ｂ６がポップアップセル内に表示されている。図７のスケジューリング画面上のタッチパ
ネル５０２により、これらの操作釦Ｂ２～Ｂ６が操作されると、制御部１０１は、操作さ
れた操作釦に応じた実行変更処理を、実行予約順４番のジョブに対して実行する。
　したがって、ユーザは、ジョブスケジューリング画面上で、第２の停止要因を有する実
行予約順４番のジョブのファイル名、ユーザ名、トレイ設定情報、用紙設定情報、用紙の
使用予定枚数を確認した上で、このジョブに対応する適切な実行変更操作を同じ画面上で
迅速に行うことができる。
【０１０１】
　また、ユーザが、図４のスケジューリング画面上でのタッチパネル５０２の操作により
、第３の停止要因を有する実行予約順３番のジョブの予約情報Ｒ３を選択した場合、制御
部１０１は、不揮発メモリ１０４に格納されたジョブの設定情報に基づいて、図８に示す
ように、実行予約順３番のジョブのジョブ情報Ｊ３をジョブスケジューリング画面上に表
示する。
　図８のジョブスケジューリング画面に表示された実行予約順３番のジョブ情報Ｊ３は、
ファイル名「ファイルＣ」、ユーザ名「ｃｃｃ」、トレイ設定情報「給紙トレイＦＴ２」
、用紙設定情報としての紙種「上質紙」、用紙サイズ「Ａ３」、坪量「５０－６１ｇ／ｍ
2」、用紙の使用予定枚数「２３０枚」をポップアップセル内に表示したものである。
　また、上述したように、このジョブの予約情報Ｊ３は、設定されたトレイ又は用紙の設
定に基づいて選択したトレイの用紙残量が不足していることを示す第１の色と第３の色の
２色で表示されているため、ユーザは、設定されたトレイ又は用紙の設定に基づいて選択
したトレイに用紙が足りず、画像形成処理が途中で停止することを容易に認識することが
できる。また、予約情報Ｒ３のうち、第３の色で表示された領域の第２軸方向の長さによ
り用紙の不足量「１００枚」を認識することができる。さらに、ジョブ情報Ｊ３により、
このジョブのファイル名、ユーザ名、トレイ設定情報、用紙設定情報、用紙の使用予定枚
数を確認することができる。
【０１０２】
　また、図８のスケジューリング画面では、予約情報Ｒ２の選択によって表示されたジョ
ブ情報Ｊ３とともに、実行予約順３番のジョブの実行変更操作を行うための操作釦Ｂ２～
Ｂ６がポップアップセル内に表示されている。図８のスケジューリング画面上のタッチパ
ネル５０２により、これらの操作釦Ｂ２～Ｂ６が操作されると、制御部１０１は、操作さ
れた操作釦に応じた実行変更処理を、実行予約順２番のジョブに対して実行する。
　したがって、ユーザは、ジョブスケジューリング画面上で、第３の停止要因を有する実
行予約順３番のジョブのファイル名、ユーザ名、トレイ設定情報、用紙設定情報、用紙の
使用予定枚数を確認した上で、このジョブに対応する適切な実行変更操作を同じ画面上で
迅速に行うことができる。
【０１０３】
　また、ユーザが、図４のスケジューリング画面上でのタッチパネル５０２の操作により
、第３の停止要因を有する実行予約順６番のジョブの予約情報Ｒ６を選択した場合、制御
部１０１は、不揮発メモリ１０４に格納されたジョブの設定情報に基づいて、図９に示す
ように、実行予約順６番のジョブのジョブ情報Ｊ４をジョブスケジューリング画面上に表
示する。
　図９のジョブスケジューリング画面に表示された実行予約順６番のジョブ情報Ｊ４は、
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ファイル名「ファイルＤ」、ユーザ名「ｄｄｄ」、トレイ設定情報「給紙トレイＦＴ１」
、用紙設定情報としての紙種「普通紙」、用紙サイズ「Ａ４」、坪量「６２－７１ｇ／ｍ
2」、用紙の使用予定枚数「９５０枚」をポップアップセル内に表示したものである。
　また、上述したように、このジョブの予約情報Ｒ６は、設定されたトレイ又は用紙の設
定に基づいて選択したトレイの用紙残量が不足していることを示す第１の色と第３の色の
２色で表示されているため、ユーザは、設定されたトレイ又は用紙の設定に基づいて選択
したトレイに用紙が足りず、画像形成処理が途中で停止することを容易に認識することが
できる。また、予約情報Ｒ６のうち、第３の色で表示された領域の第２軸方向の長さによ
り用紙の不足量「１５０枚」を認識することができる。さらに、ジョブ情報Ｊ３により、
このジョブのファイル名、ユーザ名、トレイ設定情報、用紙設定情報、用紙の使用予定枚
数を確認することができる。
【０１０４】
　また、図９のスケジューリング画面では、予約情報Ｒ６の選択によって表示されたジョ
ブ情報Ｊ４とともに、実行予約順６番のジョブの実行変更操作を行うための操作釦Ｂ２～
Ｂ６がポップアップセル内に表示されている。図９のスケジューリング画面上のタッチパ
ネル５０２により、これらの操作釦Ｂ２～Ｂ６が操作されると、制御部１０１は、操作さ
れた操作釦に応じた実行変更処理を、実行予約順６番のジョブに対して実行する。
　したがって、ユーザは、ジョブスケジューリング画面上で、第３の停止要因を有する実
行予約順６番のジョブのファイル名、ユーザ名、トレイ設定情報、用紙設定情報、用紙の
使用予定枚数を確認した上で、このジョブに対応する適切な実行変更操作を同じ画面上で
迅速に行うことができる。
【０１０５】
　なお、制御部１０１は、図１０のジョブスケジューリング画面に示すように、ジョブス
ケジューリング画面の表示時に、初めから、停止要因を有する全てのジョブのジョブ情報
Ｊ１～Ｊ４を表示しても良い。
　また、このジョブスケジューリング画面上では、図１０に示すように、画面右下領域に
、選択されたジョブの実行予約順の変更を行うための操作釦Ｂ２、Ｂ３、選択されたジョ
ブの実行を保留するための操作釦Ｂ４、選択されたジョブを削除するための操作釦Ｂ５、
選択されたジョブの設定条件を変更するための操作釦Ｂが表示されている。ユーザは、タ
ッチパネル５０２上で、対象とするジョブの予約情報Ｒを選択した上で、これらの操作釦
Ｂ２～Ｂ６を操作する。制御部１０１は、タッチパネル５０２により、ジョブが選択され
、更に、操作釦Ｂ２～Ｂ６が操作されると、操作された操作釦に応じた実行変更処理、す
なわち、ジョブの実行予約順の変更、ジョブの保留、ジョブの削除、ジョブの設定条件の
変更の何れかを、選択されたジョブに対して実行する。
【０１０６】
　また、図示は省略するが、制御部１０１は、ジョブスケジューリング画面の表示時に、
初めから、停止要因を有する全てのジョブのジョブ情報と、当該停止要因を有するジョブ
のそれぞれに対応する操作釦Ｂ２～Ｂ６とを表示しても良い。
【０１０７】
　また、図示は省略するが、ジョブスケジューリング画面は、第１軸がトレイ情報を示す
ものに限られず、第１軸が用紙情報を示すジョブスケジューリング画面であっても良い。
用紙情報とは、ジョブが使用する用紙として設定可能な用紙に関する情報である。このジ
ョブスケジューリング画面では、第１軸が、トレイ情報テーブル１０４ａのトレイ用紙情
報に基づいて、トレイに収容された各用紙に対応する行に分割される。
　具体的には、給紙トレイＦＴ１、給紙トレイＦＴ６、給紙トレイＦＴ８、給紙トレイＦ
Ｔ９、ポストインサータＰＩ１、ＰＩ２の６つのトレイに収容された「普通紙、Ａ４、６
２－７１ｇ／ｍ2」の用紙、給紙トレイＦＴ５、給紙トレイＦＴ７の２つのトレイに収容
された「普通紙、Ａ４、５０－６１ｇ／ｍ2」の用紙、給紙トレイＦＴ２、給紙トレイＦ
Ｔ４の２つのトレイに収容された「上質紙、Ａ３、５０－６１ｇ／ｍ2」の用紙、給紙ト
レイＦＴ３に収容された「○○特別紙、Ａ４、６２－７１ｇ／ｍ2」の用紙のそれぞれに
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対応する４つの行により第１軸が構成されることとなる。また、ジョブスケジューリング
画面の第１軸上の用紙情報は、トレイ情報テーブル１０４ａに記憶されたトレイ用紙情報
と連動しており、トレイ情報テーブル１０４ａのトレイ用紙情報が変更されると、ジョブ
スケジューリング画面も更新されることとなる。
　このジョブスケジューリング画面の表示処理において、制御部１０１は、不揮発メモリ
１０４に格納された各ジョブの設定条件としてのトレイ設定情報及び用紙設定情報に基づ
いて、各ジョブが使用する用紙を特定し、ジョブスケジューリング画面において、各ジョ
ブの予約情報Ｒを、特定した用紙に対応する第１軸上の位置（すなわち、第１～４行）に
表示する。その一方で、制御部１０１は、不揮発メモリ１０４に格納された各ジョブの設
定条件としての用紙の使用予定枚数に基づいて、ジョブスケジューリング画面における各
ジョブの予約情報Ｒの第２軸方向の長さを、用紙の使用予定枚数に相当する長さとする。
そして、ジョブスケジューリング画面において、各ジョブの予約情報Ｒを、使用する用紙
に対応する第１軸上の位置、且つ、用紙の使用予定枚数に相当する長さの第２軸上の位置
に表示し、さらに、停止要因を有するジョブのジョブ情報Ｊと、ジョブの実行変更操作を
行うための操作釦Ｂ２～Ｂ６とを表示する。このように、ジョブスケジューリング画面に
おいて、各ジョブの予約情報Ｒが、使用する用紙に対応する第１軸上の位置、且つ、用紙
の使用予定枚数に相当する長さの第２軸上の位置に表示されることにより、各ジョブ及び
ジョブ全体での、用紙毎の用紙の使用予定枚数が把握可能となる。また、停止要因を有す
るジョブのジョブ情報Ｊが表示されることにより、少なくとも一部の画像形成処理が不可
となるジョブと、そのジョブの詳細が容易に把握できる。さらに、ジョブスケジューリン
グ画面上に、ジョブの実行変更操作を行うための操作釦Ｂ２～Ｂ６が表示されることによ
り、画像形成処理を停止させないためのジョブの実行変更操作を、効率良く行うことがで
きる。
【０１０８】
　次に、図１１及び図１２を参照しながら、ジョブスケジューリング画面表示処理の流れ
について説明する。
　なお、ここでは、停止要因を有するジョブのジョブ情報Ｊと、そのジョブの実行変更操
作を行うための操作釦とを、ジョブスケジューリング画面の表示時に表示する場合につい
て説明する。
【０１０９】
　まず、図６のステップＳ１０１において、制御部１０１は、ジョブスケジューリング画
面の表示要求に基づく表示タイミング、又は、予め設定された更新タイミングの何れかで
あるか否かを判断する。ステップＳ１０１において、制御部１０１は、表示／更新タイミ
ングの何れでもないと判断すると（ステップＳ１０１；Ｎｏ）、ステップＳ１０２におい
て、ジョブスケジューリング画面の表示終了の指示が有るか否かを判断する。ステップＳ
１０２において、制御部１０１は、ジョブスケジューリング画面の表示終了の指示が有る
と判断すると（ステップＳ１０２；Ｙｅｓ）、本処理を終了する。一方、ステップＳ１０
２において、制御部１０１は、ジョブスケジューリング画面の表示終了の指示が無いと判
断すると（ステップＳ１０２；Ｎｏ）、ステップＳ１０１に戻る。
【０１１０】
　一方、ステップＳ１０１において、制御部１０１は、表示／更新タイミングの何れかで
あると判断すると（ステップＳ１０１；Ｙｅｓ）、続くステップＳ１０３において、残量
検出センサＤにより検出される現時点における各トレイの用紙残量をトレイ情報テーブル
１０４ａに格納する。
　次いで、ステップＳ１０４において、制御部１０１は、実行予約順Ｎ（Ｎの初期値＝１
）番のジョブが使用するトレイ又は用紙を、当該ジョブのトレイ設定情報及び用紙設定情
報に基づいて特定する。
　次いで、ステップＳ１０５において、制御部１０１は、実行予約順１番からＮ－１番ま
でのジョブの用紙の使用予定枚数の積算値を算出し、第２軸の原点をゼロ枚として、算出
した積算値に対応する第２軸上の位置を実行予約順Ｎ番の予約情報Ｒの始点として特定す
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る。
【０１１１】
　次いで、ステップＳ１０６において、制御部１０１は、ステップＳ１０４において特定
された実行予約順Ｎ番のジョブが使用するトレイ／用紙と、用紙の使用予定枚数と、トレ
イ情報テーブル１０４ａに記憶されたトレイ用紙情報と、に基づいて、実行予約順Ｎ番の
ジョブが第１の停止要因を有するか否かを判断する。ステップＳ１０６において、制御部
１０１は、実行予約順Ｎ番のジョブが第１の停止要因を有しないと判断すると（ステップ
Ｓ１０６；Ｎｏ）、ステップＳ１０８に進む。
　一方、ステップＳ１０６において、制御部１０１は、実行予約順Ｎ番のジョブが第１の
停止要因を有すると判断すると（ステップＳ１０６；Ｙｅｓ）、続くステップＳ１０７に
おいて、ジョブスケジューリング画面において、ジョブの設定条件として設定されたトレ
イ／用紙が無いことを示す第１軸上の位置であって、ステップＳ１０５において特定した
第２軸上の位置を始点とする用紙の使用予定枚数に相当する長さ分の第２軸上の位置に、
実行予約順Ｎ番のジョブの予約情報Ｒを、全て第２の色で表示し、さらに、何れのジョブ
情報Ｊ及び予約情報Ｒにも重ならない位置に、実行予約順Ｎ番のジョブのジョブ情報Ｊと
、実行予約順Ｎ番のジョブの実行変更操作を行うための操作釦Ｂ２～Ｂ６を表示して、ス
テップＳ１１３に進む。
【０１１２】
　次いで、ステップＳ１０８において、制御部１０１は、ステップＳ１０４において特定
された実行予約順Ｎ番のジョブが使用するトレイ／用紙と、用紙の使用予定枚数と、トレ
イ情報テーブル１０４ａに記憶されたトレイ用紙情報と、に基づいて、実行予約順Ｎ番の
ジョブが第２の停止要因を有するか否かを判断する。ステップＳ１０８において、制御部
１０１は、実行予約順Ｎ番のジョブが第２の停止要因を有しないと判断すると（ステップ
Ｓ１０８；Ｎｏ）、ステップＳ１１０に進む。
　一方、ステップＳ１０８において、制御部１０１は、実行予約順Ｎ番のジョブが第２の
停止要因を有すると判断すると（ステップＳ１０８；Ｙｅｓ）、続くステップＳ１０９に
おいて、ジョブスケジューリング画面において、ステップＳ１０４において特定された実
行予約順Ｎ番のジョブが使用するトレイ／用紙に対応する第１軸上の位置であって、ステ
ップＳ１０５において特定した第２軸上の位置を始点とする用紙の使用予定枚数に相当す
る長さ分の第２軸上の位置に、実行予約順Ｎ番のジョブの予約情報Ｒを、全て第３の色で
表示し、さらに、何れのジョブ情報Ｊ及び予約情報Ｒにも重ならない位置に、実行予約順
Ｎ番のジョブのジョブ情報Ｊと、実行予約順Ｎ番のジョブの実行変更操作を行うための操
作釦Ｂ２～Ｂ６を表示して、ステップＳ１１３に進む。
【０１１３】
　次いで、ステップＳ１１０において、制御部１０１は、ステップＳ１０４において特定
された実行予約順Ｎ番のジョブが使用するトレイ／用紙と、用紙の使用予定枚数と、トレ
イ情報テーブル１０４ａに記憶されたトレイ用紙情報と、に基づいて、実行予約順Ｎ番の
ジョブが第３の停止要因を有するか否かを判断する。ステップＳ１１０において、制御部
１０１は、実行予約順Ｎ番のジョブが第３の停止要因を有しないと判断すると（ステップ
Ｓ１１０；Ｎｏ）、ステップＳ１１２に進む。
　一方、ステップＳ１１０において、制御部１０１は、実行予約順Ｎ番のジョブが第３の
停止要因を有すると判断すると（ステップＳ１１０；Ｙｅｓ）、続くステップＳ１１１に
おいて、ジョブスケジューリング画面において、ステップＳ１０４において特定された実
行予約順Ｎ番のジョブが使用するトレイ／用紙に対応する第１軸上の位置であって、ステ
ップＳ１０５において特定した第２軸上の位置を始点とする用紙の使用予定枚数に相当す
る長さ分の第２軸上の位置に、実行予約順Ｎ番のジョブの予約情報Ｒを、用紙残量分を第
１の色で、用紙不足分を第３の色で表示し、さらに、何れのジョブ情報Ｊ及び予約情報Ｒ
にも重ならない位置に、実行予約順Ｎ番のジョブのジョブ情報Ｊと、実行予約順Ｎ番のジ
ョブの実行変更操作を行うための操作釦Ｂ２～Ｂ６を表示して、ステップＳ１１３に進む
。
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【０１１４】
　次いで、ステップＳ１１２において、制御部１０１は、ジョブスケジューリング画面に
おいて、ステップＳ１０４において特定された実行予約順Ｎ番のジョブが使用するトレイ
／用紙に対応する第１軸上の位置であって、ステップＳ１０５において特定した第２軸上
の位置を始点とする用紙の使用予定枚数に相当する長さ分の第２軸上の位置に、実行予約
順Ｎ番のジョブの予約情報Ｒを、全て第１の色で表示し、ステップＳ１１３に進む。
【０１１５】
　次いで、ステップＳ１１３において、制御部１０１は、ジョブスケジューリング画面上
に表示可能なジョブのうち、未表示のジョブがあるか否かを判断する。ステップＳ１１３
において、制御部１０１は、未表示のジョブが有ると判断すると（ステップＳ１１３；Ｙ
ｅｓ）、続くステップＳ１１４において、Ｎをインクリメントし、ステップＳ１０４に戻
る。
　一方、ステップＳ１１３において、制御部１０１は、未表示のジョブが無いと判断する
と（ステップＳ１１３；Ｎｏ）、ステップＳ１０１に戻る。
【０１１６】
　上述したように、本実施形態の画像形成装置１によれば、第１軸がトレイ情報又は用紙
情報、第２軸が用紙の使用予定枚数を示す二次元の表上に、予約された各ジョブの用紙の
使用予定枚数に相当する第２軸の長さ分の予約情報Ｒが、各ジョブの使用するトレイ又は
用紙に対応する第１軸上の位置に表示されたジョブスケジューリング画面が表示部５０１
に表示されるため、予約された複数のジョブが使用する用紙の使用予定枚数を、トレイ情
報及び／又は用紙情報毎に事前に認識できることとなる。さらに、このジョブスケジュー
リング画面上で、画像形成処理を停止させないためのジョブの実行変更操作を行うことが
できることとなり、効率の良いジョブの実行変更操作を行うことができる。
【０１１７】
　また、ジョブの実行変更処理には、ジョブの実行予約順の変更、ジョブの保留、ジョブ
の削除及びジョブの設定条件の変更が含まれるため、表示部５０１のジョブスケジューリ
ング画面上で、ジョブの実行予約順の変更、ジョブの削除、ジョブの保留及びジョブの設
定条件の変更を指示する操作を行うことができる。
【０１１８】
　また、ジョブスケジューリング画面に、停止要因を有するジョブに関するジョブ情報Ｊ
が表示されるため、表示部５０１のジョブスケジューリング画面上で停止要因を有するジ
ョブのジョブ情報Ｊが容易に認識可能となり、さらに、ジョブスケジューリング画面内の
操作釦Ｂ２～Ｂ６により実行変更操作が行われることとなって、停止要因を有する個々の
ジョブに応じた適切なジョブの実行変更操作を、より一層効率良く行うことができる。
【０１１９】
　また、ジョブスケジューリング画面において、タッチパネル５０２により、停止要因を
有するジョブの予約情報Ｒが選択された場合にのみ、当該停止要因を有するジョブのジョ
ブ情報Ｊが表示されることとなって、停止要因を有するジョブのうち、任意のジョブのジ
ョブ情報Ｊのみを表示させることが可能となり、使い勝手が良好となる。
【０１２０】
　また、ジョブスケジューリング画面において、タッチパネル５０２により、停止要因を
有するジョブの予約情報Ｒが選択された場合にのみ、ジョブスケジューリング画面内に操
作釦Ｂ２～Ｂ６が表示されることとなって、使い勝手が良好となる。
【０１２１】
　なお、本発明の範囲は、上記実施形態に限られることなく、本発明の趣旨を逸脱しない
範囲において、種々の改良並びに設計の変更を行っても良い。
　例えば、上記実施形態では、ジョブスケジューリング画面における縦軸を第１軸、横軸
を第２軸として説明したが、第１軸と第２軸の向きは逆であってもよい。
　また、上記実施形態では、各ジョブの予約情報Ｒを、実行予約順が前のジョブの用紙の
使用予定枚数を積算した位置に表示することとしたが、各ジョブの予約情報Ｒを第２軸の
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原点を始点とする位置に表示するように構成しても良い。また、この場合において、トレ
イ情報又は用紙情報が同一である実行予約順が前のジョブの使用予定枚数を積算した位置
に、予約情報Ｒを表示して、トレイ情報又は用紙情報毎の用紙の使用予定枚数の積算値を
示すようにしても良い。
　また、上記実施形態では、表示部５０１のジョブスケジューリング画面上で、停止要因
を有するジョブの実行変更操作のみを行う構成としたが、停止要因を有さないジョブの実
行変更操作も可能なように構成されていても良い。
　また、トレイ設定情報と用紙設定情報との両方が有る場合、すなわち、ジョブの設定条
件としてトレイと用紙が設定された場合であって、設定されたトレイに収容されている用
紙と、設定された用紙とが異なる場合も、停止要因を有すると判断しても良い。
　また、上記実施形態では、ジョブスケジューリング画面に表示するジョブ情報Ｊとして
、ジョブのファイル名、ユーザ名、トレイ設定情報、用紙設定情報、用紙の使用予定枚数
を表示させる構成としたが、これらの情報を全て表示する必要はなく、これらの情報のう
ち何れか一つ以上の情報を表示すれば良い。また、その他の情報をジョブ情報Ｊとして表
示しても良い。
　また、上記実施形態では、ジョブの設定条件として設定されたトレイ設定情報及び用紙
設定情報に一致するトレイ用紙情報が有る場合において、トレイの用紙残量がゼロである
場合を第１の停止要因に該当すると判断し、一方、ジョブの実行中にトレイの用紙残量が
ゼロとなる場合を第２の停止要因に該当すると判断したが、トレイの用紙残量が用紙の使
用予定枚数に満たない場合は、トレイの用紙残量がゼロであるか又は１枚以上であるかに
かかわらず、全て、１つの停止要因に該当すると判断しても良い。
【図面の簡単な説明】
【０１２２】
【図１】本実施形態の画像形成装置の概略構成を示す正面図である。
【図２】画像形成装置の機能的構成を示すブロック図である。
【図３】トレイ用紙情報を記憶するトレイ情報テーブルの一例である。
【図４】ジョブスケジューリング画面の一例である。
【図５】更新後のジョブスケジューリング画面の一例である。
【図６】図４のジョブスケジューリング画面において、実行予約順２番のジョブの予約情
報が選択された場合に表示されるジョブスケジューリング画面を例示する図である。
【図７】図４のジョブスケジューリング画面において、実行予約順４番のジョブの予約情
報が選択された場合に表示されるジョブスケジューリング画面を例示する図である。
【図８】図４のジョブスケジューリング画面において、実行予約順３番のジョブの予約情
報が選択された場合に表示されるジョブスケジューリング画面を例示する図である。
【図９】図４のジョブスケジューリング画面において、実行予約順６番のジョブの予約情
報が選択された場合に表示されるジョブスケジューリング画面を例示する図である。
【図１０】停止要因を有するジョブのジョブ情報と、ジョブの実行変更操作を行うための
操作釦とが表示されたジョブスケジューリング画面を例示する図である。
【図１１】ジョブスケジューリング画面表示処理の流れを示すフローチャートである。
【図１２】ジョブスケジューリング画面表示処理の流れを示すフローチャートである。
【図１３】従来の画像形成装置におけるジョブリスト画面の一例である。
【符号の説明】
【０１２３】
１　　　　　　　　画像形成装置
１０１　　　　　　制御部
１０４ａ　　　　　トレイ情報テーブル（記憶部）
５０１　　　　　　表示部
５０２　　　　　　タッチパネル（予約部、選択部、操作部）
６００　　　　　　画像形成部
ＦＴ１～ＦＴ９　　給紙トレイ
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ＰＩ１、ＰＩ２　　ポストインサータ
Ｂ２～Ｂ６　　　　操作釦
Ｄ　　　　　　　　残量検出センサ
Ｒ（Ｒ１～Ｒ７）　予約情報
Ｊ（Ｊ１～Ｊ４）　ジョブ情報

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】
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